
藍鼎元『女學Jの研究〔2〕(下見)

藍
鼎
元
『
女
學
』
　
の
研
究
　
〔
2
〕

婦
徳
篇
上
　
(
本
稿
で
は
、
「
婦
徳
」
篇
上
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
を
載
せ
る
。
)

【
第
〓
阜
】

[
原
文
]
班
氏
日
、
婦
徳
不
必
才
明
絶
異
也
、
清
閑
貞
静
、
守
節
整
賓
、
行
巳

有
恥
、
動
静
有
法
、
是
謂
婦
徳
、

右
第
二
早
。
承
上
篇
婦
徳
而
立
言
也
、
以
下
百
二
十
章
、
雑
引
古
人
之
言
行

明
之
、
[
行
去
響
]

班
氏
日
く
、
婦
徳
、
才
明
、
絶
異
な
る
を
必
せ
ず
。
清
閑
・
貞
辞
に
し

て
、
守
節
・
整
斉
な
り
。
行
巳
に
恥
有
り
て
、
動
静
に
法
有
る
。
是
れ
を

婦
徳
と
調
う
　
(
1
)
。

右
、
第
二
早
。
上
篇
の
婦
徳
を
承
け
て
而
し
て
立
言
す
る
な
り
。
以
下

百
二
十
章
。
古
人
の
言
行
を
雑
引
し
て
之
れ
を
明
か
に
す
。
[
行
は
、
去
智
。
]

○
資
料
研
究

(
1
)
曹
大
家
『
女
誠
』
の
　
「
婦
行
」
篇
に
、
「
女
に
四
行
有
り
。
一
に
日
く
、

婦
徳
。
二
に
日
く
、
婦
言
。
三
に
日
く
、
婦
容
。
四
に
日
く
、
婦
功
。
夫
れ
云

下
見
　
隆
雄

「

う
、
婦
徳
、
才
明
、
絶
異
な
る
を
必
せ
ず
。
…
…
清
閑
・
貞
辞
に
し
て
、
守
節

・
整
斉
な
り
。
行
巳
に
恥
有
り
て
、
動
静
に
法
有
る
。
是
れ
を
婦
徳
と
謂
う
。
」

と
あ
る
。

〔
1
〕
　
「
事
夫
之
徳
」

【
第
二
章
】
　
「
事
夫
之
徳
」
　
に
関
連
す
る
立
言

[
原
文
]
儀
種
目
、
婦
人
以
順
従
鳥
務
、
貞
怒
鳥
首
、
故
事
夫
有
五
、
平
且
綴

算
而
朝
、
則
有
君
臣
之
厳
、
沃
盟
債
食
、
則
有
父
子
之
敬
、
報
反
而
行
、
則
有

兄
弟
之
道
、
規
過
成
徳
、
則
有
朋
友
之
義
、
惟
寝
席
之
交
、
而
後
有
夫
婦
之
情
、

[
懲
音
格
、
現
音
徒
、
朝
音
潮
、
敗
者
管
、
]
　
右
第
二
車
、

儀
種
に
日
く
、
婦
人
、
順
従
を
以
て
務
と
烏
し
、
貞
憩
を
ば
首
と
焦
す
。

故
に
夫
に
事
う
る
こ
と
五
有
り
。
平
且
に
縄
弄
し
て
朝
す
る
に
は
、
則
ち

君
臣
の
戯
有
り
。
沃
盟
し
て
債
食
す
る
に
は
、
則
ち
父
子
の
敬
有
り
。
報

反
し
て
行
く
に
は
、
則
ち
兄
弟
の
道
有
り
。
過
を
規
し
て
徳
を
成
す
に
は
、

則
ち
朋
友
の
義
有
り
。
惟
れ
寝
席
の
交
あ
り
て
、
而
る
後
に
夫
婦
の
情
有

り
と
　
(
1
)
。
[
憩
は
、
音
格
。
緩
は
、
音
律
。
朝
は
、
音
潮
。
盟
は
、
音
管
。
]
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右
、
第
二
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
こ
の
文
は
、
一
見
、
『
御
覚
』
巻
五
四
一
婚
姻
下
に
引
く
『
列
女
侍
』

の
　
「
魯
師
春
姜
」
　
の
伝
記
に
よ
る
も
の
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
「
魯
の
師
の
春
姜
は
、
魯
の
師
氏
の
母
な
り
。
其
の
女
を
嫁
す
。
三
た

び
往
き
て
三
た
び
逐
わ
る
。
春
妻
、
故
を
間
う
に
、
其
の
室
人
を
軽
ん
ぜ
L
を

以
て
す
。
春
妻
、
其
の
女
を
召
し
て
之
れ
を
等
う
ち
て
日
く
、
夫
れ
、
婦
人
、

順
従
を
以
て
務
と
焦
し
、
貞
意
を
ば
首
と
鳥
す
。
故
に
夫
に
事
う
る
こ
と
五
有

り
。
平
且
に
縄
弄
し
て
朝
す
る
に
は
、
則
ち
君
臣
の
戯
有
り
。
沃
盤
し
て
饅
食

す
る
に
は
、
則
ち
父
子
の
敬
有
り
。
報
反
し
て
行
く
に
は
、
則
ち
兄
弟
の
道
有

り
。
必
ず
期
し
必
ず
誠
あ
る
に
は
、
則
ち
朋
友
の
信
有
り
。
寝
席
の
交
あ
り
て
、

而
る
後
に
夫
婦
の
際
有
り
と
。
君
子
謂
う
、
春
妾
、
陰
陽
の
逆
順
を
知
る
と
。
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
鼎
元
の
紹
介
す
る
も
の
と
比
較
し
て
微
妙
に
異
な
る
部
分

も
有
る
の
は
、
一
寸
気
掛
か
り
な
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
女
學
』
　
で
は
、

「
儀
蔵
に
日
く
」
　
で
始
ま
り
、
か
つ
、
「
過
を
規
し
て
徳
を
成
す
に
は
、
則
ち

朋
友
の
義
有
り
。
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
「
魯
師
春
妻
」
で
は
、
「
儀
蔵
に
日
く
」

の
部
分
は
存
在
せ
ず
、
「
必
ず
期
し
必
ず
誠
あ
右
に
は
、
則
ち
朋
友
の
信
有
り
。
」

と
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
　
「
惟
れ
寝
席
の
交
あ
り
て
、
而
る
後
に
夫
婦
の
情
有

り
。
」
　
は
、
後
者
で
は
、
「
寝
席
の
交
あ
り
て
、
而
る
後
に
夫
婦
の
際
有
り
。
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
性
は
高
い
が
必
ず
し
も
一
致
は
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

鼎
元
の
依
る
と
こ
ろ
は
何
処
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
文
初

の
　
「
儀
煙
に
日
く
」
　
と
あ
る
理
由
も
明
ら
か
に
し
難
い
。
現
在
、
『
儀
穏
』
に

は
こ
の
文
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鼎
元
は
、
な
ぜ
、
「
魯
師
春
姜
」
　
と

あ
る
べ
き
も
の
を
、
「
儀
種
に
日
く
」
　
と
変
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
他

の
文
献
を
参
照
し
っ
つ
、
い
さ
さ
か
の
点
検
・
推
定
を
こ
こ
ろ
み
る
。

ま
ず
、
『
儀
種
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
白
虎
通
義
』
に
注
目
す
る
。
こ
の

「
嫁
姿
」
　
篇
に
、
「
稽
服
侍
に
日
く
、
妾
、
女
君
に
事
う
る
に
、
舅
姑
に
事
う

る
と
同
じ
。
」
　
と
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
、
「
婦
、
夫
に
事
う
る
に
、
四
穏
有

り
。
鶏
、
初
め
て
鳴
き
て
、
成
く
艶
漱
し
、
櫛
し
て
紐
し
、
弄
し
て
総
し
、
而

し
て
朝
す
る
は
、
君
臣
の
道
な
り
。
側
隠
の
恩
あ
る
は
、
父
子
の
道
な
り
。
合

計
無
き
こ
と
有
る
は
、
兄
弟
の
道
な
り
。
開
閉
の
内
、
姫
席
の
上
に
て
す
る
は
、

朋
友
の
道
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
続
く
こ
の
部
分
は
、
『
女
學
』
や
『
列
女
侍
』

に
示
す
も
の
と
類
似
内
容
で
あ
る
。
こ
の
　
「
穏
服
侍
」
　
の
部
分
は
、
『
儀
穏
』

喪
服
　
(
不
杖
期
)
　
に
依
る
か
ら
、
引
用
す
る
も
の
が
、
続
く
　
「
婦
、
夫
に
事
う

る
云
々
」
　
を
、
や
は
り
『
儀
穏
』
に
依
拠
す
る
と
考
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
無

く
は
な
い
。

そ
こ
で
、
も
し
鼎
元
が
こ
の
よ
う
に
誤
解
し
て
、
「
婦
人
、
順
従
を
以
て
務

と
鳥
し
云
々
」
　
の
典
拠
を
『
儀
穏
』
で
あ
る
と
考
え
た
と
し
て
も
、
『
白
虎
通

義
』
　
の
は
、
「
夫
に
事
う
る
に
四
穏
有
り
」
　
で
あ
り
、
『
女
學
』
　
の
掲
げ
る
も

の
は
、
「
夫
に
事
ふ
る
こ
と
五
有
㌣
」
　
で
あ
る
。
「
君
臣
の
道
」
に
つ
い
て
の

指
摘
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
他
に
お
い
て
は
か
な
り
表
現
上
に
距
離
が
認

め
ら
れ
る
。
以
上
、
『
儀
穏
』
と
の
関
連
を
求
め
る
と
き
、
『
白
虎
通
義
』
に

目
が
止
ま
る
の
で
は
あ
る
が
、
比
較
の
結
果
、
両
者
の
間
の
関
連
性
は
極
め
て

希
薄
で
あ
る
′
こ
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
明
代
呂
坤
の
『
閑
範
』
(
『
固
説
閏
範
』

と
も
)
　
巻
一
の
引
用
す
る
　
「
魯
師
春
妻
」
　
が
有
る
。
こ
れ
に
掲
げ
る
　
「
魯
師
春
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姜
」
　
の
伝
記
部
分
は
、
必
ず
し
も
『
御
覧
』
に
引
く
『
列
女
侍
』
と
一
致
し
な

い
。
す
な
わ
ち
、
『
列
女
停
』
　
に
、
「
必
ず
期
し
必
ず
誠
あ
る
に
は
、
則
ち
朋

友
の
信
有
り
。
」
　
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
『
閏
範
』
で
は
、
「
過
を
規
し
徳
を
成
す

に
は
、
則
ち
朋
友
の
義
有
り
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
実
は
、
比
較

す
れ
ば
明
ら
か
な
如
く
、
前
文
に
掲
げ
た
『
女
學
』
の
相
当
部
分
に
一
致
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
女
學
』
は
、
「
儀
頑
に
日
く
」
で
始
ま
る
が
、
『
閏

範
』
は
、
こ
れ
を
明
記
せ
ず
、
「
魯
師
春
姜
日
く
」
　
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

『
女
學
』
と
『
閏
範
』
で
は
、
初
め
の
「
儀
種
に
日
く
」
と
「
魯
師
春
妻
日
く
」

と
が
異
な
る
だ
け
で
、
他
の
部
分
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鼎
元
は
、
他

の
個
所
で
も
、
『
閏
範
』
　
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
し
ば
し

ば
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、
鼎
元
『
女
學
』
の
こ
の
部
分
は
基
本
的
に

は
、
『
閏
範
』
に
基
づ
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
推
定
す
る
と
き
、
鼎
元
『
女
學
』
が
、
「
儀
槽
に
日
く
」
　
と

し
て
し
ま
っ
た
理
由
を
推
り
得
る
特
徴
が
『
閏
範
』
に
兄
い
だ
さ
れ
な
く
も
な

い
。
『
閏
範
』
は
、
こ
の
　
「
魯
師
春
姜
日
く
」
　
の
前
に
、
「
士
昏
穂
に
日
く
」

と
し
て
婚
礼
に
関
連
す
る
二
文
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
牽
引
さ
れ

た
鼎
元
は
、
「
魯
師
春
姜
日
く
」
　
の
部
分
も
『
儀
種
』
士
昏
穏
篇
に
出
る
一
文

と
誤
解
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
魯
師
春
姜
日
く
」

と
す
る
よ
り
も
、
『
儀
稽
』
を
ほ
の
め
か
す
方
が
説
得
力
が
具
わ
る
と
判
断
し

て
、
敢
え
て
こ
の
部
分
を
変
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
以
上
に
関
連
し
て
、
『
白
虎
通
義
』
嫁
姿
篇
の
文
に
類
似
し
た
も
の

は
、
『
公
羊
侍
』
荘
公
二
四
年
の
何
体
注
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
妻
、
夫

に
事
う
る
に
、
四
義
有
り
。
鶏
、
鳴
き
て
推
算
し
、
而
し
て
朝
す
る
は
、
君
臣

の
穏
な
り
。
三
年
側
隠
す
る
は
、
父
子
の
恩
な
り
。
安
危
・
可
否
を
圃
る
は
、

兄
弟
の
義
な
り
。
枢
機
の
内
、
寝
席
の
上
、
朋
友
の
道
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
「
朋

友
」
　
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
『
白
虎
通
義
』
と
『
公
羊
侍
』
何
体
注
の
そ
れ
は

よ
く
似
て
い
る
が
、
「
兄
弟
」
　
に
つ
い
て
は
、
『
白
虎
通
義
』
は
、
「
合
無
き
こ

と
有
る
」
　
と
し
、
『
公
羊
停
』
何
休
注
の
方
で
は
、
「
安
危
・
可
否
を
園
る
」
・

と
し
て
い
る
。
両
者
の
認
識
に
は
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
列
女

博
』
や
『
女
學
』
　
の
文
と
比
べ
る
と
き
、
『
白
虎
通
義
』
と
『
公
羊
侍
』
何
体

注
と
の
近
似
性
は
歴
然
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
、
「
兄
弟
」
　
に
つ
い
て
は
、
各
文
献
間
で
認
識
に
か
な
り
の
開
き
が
認

め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
、
『
列
女
侍
』
や
『
女
學
』
の
場
合
は
、

「
報
反
し
て
行
く
」
　
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
文
献
の
成
立
し
た
時

代
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
結
果
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
、
そ
の

詳
細
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
報
反
」
　
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
閏
範
』
巻
一
に
、
「
魯
師
春
姜
」
　
の
伝
記

を
紹
介
し
、
「
報
反
」
　
に
注
釈
し
て
、
「
出
る
に
、
行
く
を
報
し
、
回
る
に
、

反
る
を
告
ぐ
」
　
と
す
る
。
夫
婦
や
兄
弟
に
こ
の
き
ま
り
が
存
す
る
こ
と
を
明
記

す
る
典
籍
を
、
今
、
特
定
で
き
な
い
が
、
互
い
の
行
動
の
終
始
を
知
り
合
っ
て

い
る
間
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
が
、
夫
婦
や
兄
弟
と
い
う
人
間
関
係
の
共
通

点
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
。
な
お
、
呂
坤
は
、
こ
の
文
を
掲
げ

た
後
に
、
夫
婦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
付
す
る
。
「
夫
婦
、
相
い
輿
に

す
る
に
、
厳
、
其
の
四
に
居
り
、
和
、
其
の
一
に
居
る
。
近
世
、
和
す
る
を
知

り
て
和
す
。
」
　
と
。

他
に
、
『
列
女
侍
』
　
の
　
「
魯
師
春
姜
」
　
か
ら
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、

次
の
よ
う
な
場
合
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、
鄭
氏
『
女
孝
経
』
紀
徳
行
章
第
十

に
、
「
大
家
日
く
」
　
と
し
て
、
「
女
子
の
夫
に
事
う
る
や
、
綴
弄
し
て
朝
す
る
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に
は
、
則
ち
君
臣
の
厳
有
り
。
沃
敬
し
て
債
食
す
る
に
は
、
則
ち
父
子
の
敬
有

り
。
報
反
し
て
行
く
に
は
、
則
ち
兄
弟
の
道
有
り
。
受
け
て
期
す
る
に
必
ず
誠

あ
る
に
は
、
則
ち
朋
友
の
信
有
り
。
言
行
、
鈷
無
け
れ
ば
、
則
ち
家
を
理
む
る

の
度
有
り
。
五
者
備
わ
り
て
、
然
る
後
能
く
夫
に
事
う
。
」
　
と
あ
る
。
お
お
む

ね
『
列
女
俸
』
の
　
「
魯
師
春
姜
」
　
伝
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

二
三
の
点
で
異
な
り
も
認
め
ら
れ
る
。
一
は
、
曹
大
家
の
言
と
す
る
こ
と
。
二
、

『
列
女
侍
』
の
　
「
平
且
」
を
省
略
し
た
こ
と
。
三
、
『
列
女
停
』
の
　
「
必
ず
期

し
必
ず
誠
あ
る
」
　
の
部
分
を
、
「
受
け
て
期
す
る
に
必
ず
誠
あ
る
」
　
に
変
じ
て

い
る
こ
と
。
四
、
『
列
女
侍
』
　
の
　
「
寝
席
の
交
あ
り
て
、
而
る
後
に
夫
婦
の

際
有
り
」
を
、
「
言
行
、
砧
無
け
れ
ば
、
則
ち
家
を
理
む
る
の
度
有
り
。
五
者

備
わ
り
て
、
然
る
後
能
く
夫
に
事
う
。
」
　
に
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
三
に
お
け
る
変
形
は
、
『
列
女
侍
』
　
の
場
合
よ
り
も
、
言
意
を
分
か
り
や

す
く
す
る
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
の
所
は
、
『
閏
範
』
で
は
「
過

を
規
し
徳
を
成
す
に
は
、
則
ち
朋
友
の
義
有
り
。
」
　
(
鼎
元
『
女
學
』
同
じ
)
　
と

し
て
い
る
。
呂
坤
は
、
『
列
女
侍
』
の
　
「
必
ず
期
し
必
ず
誠
あ
る
」
　
で
は
、
「
朋

友
の
信
」
　
を
語
る
の
に
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
と
判
断
し
て
、
こ
の
よ
う
に
改

め
の
か
も
知
れ
な
い
。
鼎
元
『
女
學
』
は
こ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
四
の
よ

」

う
に
置
き
換
え
た
の
は
、
『
女
孝
経
』
が
、
.
『
孝
経
』
紀
孝
行
章
第
十
に
、
「
五

者
備
わ
り
て
、
然
る
後
、
能
く
親
に
事
う
。
」
　
と
あ
る
の
に
合
わ
せ
よ
う
と
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
朱
子
『
文
公
家
踵
』
巻
八
雑
儀
の
「
昏
穏
雑
儀
」
に
も
ト
「
魯
師
春

妾
」
　
の
こ
の
部
分
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
御
覧
』
引
く
『
列
女
停
』

の
　
「
春
姜
」
　
の
言
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
採
録
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
『
列
女
侍
』
の
　
「
必
ず
期
し
必
ず
誠
あ
る
」
　
の
部
分
の
み
、
「
期
す
る

に
、
必
ず
誠
あ
る
」
　
に
変
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
女
孝
経
』
が
、
「
受
け
て

期
す
る
に
必
ず
誠
あ
る
」
　
に
変
じ
た
の
に
や
や
似
て
い
る
。

な
お
、
『
詩
経
』
寮
風
の
　
「
鶏
鳴
」
　
の
孔
穎
達
　
「
正
義
」
　
に
、
『
列
女
侍
』

よ
り
、
「
魯
の
師
氏
の
母
賓
妾
、
其
の
女
を
戒
め
て
云
う
、
平
且
、
縄
弄
し
て

朝
す
る
に
は
、
則
ち
君
臣
の
厳
有
り
」
　
の
部
分
を
引
く
。

◇
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
怒
誠
謹
也
、

純
音
徒
、
同
縦
、
以
黒
檜
鮨
髪
而
結
之
、

盤
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
盟
請
沃
、

と
あ
る
。

O
　
「
憩
誠
謹
也
、
」
　
の
部
分
に
つ
い
て
、

憩
は
、
誠
謹
な
る
な
り
。

こ
れ
は
、
本
文
中
に
引
用
す
る
『
儀
穏
』
の
　
「
貞
懲
」
　
に
つ
い
て
の
字
義
の

説
明
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
に
も
、
各
版
本
間
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
「
内

閣
文
庫
」
本
(
「
東
洋
文
庫
」
ゎ
本
)
を
①
と
し
、
以
下
、
②
「
東
洋
文
庫
」
の

本
・
③
嘉
慶
乙
丑
年
版
本
・
④
同
治
二
年
版
本
・
⑤
「
國
立
國
会
園
書
館
」
本

・
⑥
光
緒
六
年
版
本
の
順
に
掲
げ
る
。
へ

②
　
如
誠
謹
也
、

③
　
如
誠
謹
也
、

④
　
憩
誠
謹
也
、

⑤
　
如
誠
謹
也
、

⑥
　
如
誠
謹
也
、

①
「
内
閣
文
庫
」
本
の
頭
注
が
正
し
く
、
④
同
治
二
年
版
本
が
こ
れ
に
同
じ
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で
あ
る
他
は
、
「
懇
」
を
　
「
如
」
　
に
誤
っ
て
い
る
。

O
　
「
絃
音
徒
、
同
紙
、
以
黒
線
審
髪
而
結
之
、
」
　
の
部
分
に
つ
い
て
、

且
は
、
音
徒
、
縦
に
同
じ
。
黒
給
を
以
て
髪
を
轟
み
て
而
し
て
之
れ
を
結
ぶ
。

こ
れ
は
、
同
じ
く
『
儀
種
』
の
　
「
棍
算
」
　
に
つ
い
て
の
字
義
の
説
明
で
あ
ろ

う
。
こ
の
部
分
の
異
同
は

以
下
の
如
く
で
あ
る
。

⑥⑤④③②

脛
音
徒
、
同
紐
、

縄
音
徒
、
同
紙
、

紐
音
徒
、
同
紙
、

脛
音
徒
、
同
紙
、

躍
音
徒
、
同
紙
、

以
黒
楢
韻
髪
而
結
之
、

以
異
相
鶉
髪
而
結
之
、

以
異
相
総
髪
而
結
之
、

以
黒
紆
錮
髪
而
結
之
、

以
黒
紆
籠
髪
而
結
之
、

こ
の
部
分
も
、
①
の
文
字
が
正
確
と
思
わ
れ
、
他
は
、
④
が
こ
れ
に
近
い
だ

け
で
誤
り
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
頭
注
の
用
を
な
さ
な
い
ほ
ど
に
乱
れ
て
い
る
。

O
　
「
盟
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
盟
請
沃
、
」
　
の
部
分
に
つ
い
て
、

盟
は
、
手
を
操
う
な
り
。
婦
、
夫
に
事
え
て
、
盟
を
進
め
沃
を
請
う
。

こ
れ
は
、
同
じ
く
、
「
沃
盤
」
　
に
つ
い
て
の
字
義
の
説
明
で
あ
ろ
う
。

⑥⑤④③②

温
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
艶
話
天
、

温
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
艶
請
天
、

有
如
盟
菓
子
仇
、
婦
事
夫
、
進
盤
諸
文
、

監
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
盟
請
夫
、

盟
操
手
也
、
婦
事
夫
、
進
盟
待
夫
、

こ
の
部
分
も
、
①
が
、
頭
注
本
来
の
姿
を
止
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

他
は
文
字
の
異
同
が
多
い
。
特
に
④
の
場
合
は
、
ま
ず
、
「
有
如
盟
菓
子
仇
」

が
基
づ
い
た
と
こ
ろ
が
不
明
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
乱
れ
が
目
立
ち
、
内
容
の

把
握
に
も
苦
し
む
。
次
に
、
②
・
③
は
、
「
艶
」
・
「
沃
」
　
を
.
「
温
」
　
「
天
」
　
に

誤
り
変
じ
、
本
来
は
「
整
」
に
関
す
る
説
明
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「
沃
」

を
「
天
」
　
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
意
味
を
な
さ
ぬ
内
容
と
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
⑤
に
つ
い
て
、
盟
は
、
「
盟
」
　
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
字
体
が
不
完
全
で
あ
る
。
ま
た
、
「
請
沃
」
を
「
請
夫
」
に
変
じ
て
い
る
。

こ
の
　
「
夫
」
　
は
、
②
・
③
な
ど
の
　
「
天
」
　
を
幾
分
か
意
味
の
通
る
よ
う
に
改
め

刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑥
で
は
、
不
明
瞭
な
藍
を
「
盤
」
に
回
復
し
て
い
る
。

こ
れ
は
本
文
の
「
盟
」
、
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
・
ナ
。
ま
た
、
⑤
の
「
進
艶

話
夫
」
　
に
基
づ
い
た
か
、
ま
た
意
味
を
整
え
る
意
図
も
あ
っ
た
か
、
「
請
夫
」

を
「
待
夫
」
　
に
変
じ
る
工
夫
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

恐
ら
く
本
来
の
頭
注
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
①
の
字
義
は
変
じ
ら
れ
て
い
る
。

◎
　
「
事
夫
之
徳
」
　
に
つ
い
て
の
藍
鼎
元
の
論

[
原
文
]
事
夫
之
徳
也
、
婦
以
夫
烏
天
、
所
仰
望
而
終
身
者
、
好
合
則
如
鼓
宏

琴
、
庭
闊
和
欒
、
家
道
昌
焉
、
夫
婦
反
目
、
人
倫
之
攣
、
樵
席
化
岳
父
矛
、
禍

患
無
所
底
止
、
故
事
夫
不
可
不
學
也
、
然
則
如
之
何
而
可
、
日
、
敬
順
無
違
、

以
志
婦
道
、
甘
苦
同
之
、
死
生
以
之
、
述
事
夫
之
徳
、
自
此
以
下
凡
十
章
、
[
好

去
啓
、
無
音
洛
、
]

夫
に
事
う
る
の
徳
な
り
。
婦
、
夫
を
以
て
天
と
焦
し
、
仰
望
し
て
而
し

て
身
を
終
う
る
所
の
者
な
り
(
1
)
。
好
合
す
れ
ば
則
ち
志
琴
を
鼓
す
る
が

如
く
に
し
て
、
庭
開
、
和
楽
し
、
家
道
、
昌
ん
な
り
(
2
)
。
夫
婦
、
反
目

す
る
は
、
人
倫
の
欒
な
り
(
3
)
。
稚
席
、
化
し
て
曳
矛
と
焦
り
、
禍
患
、

底
止
す
る
所
無
し
。
故
に
夫
に
事
う
る
こ
と
、
學
ば
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な

す
な
わ

り
。
然
ら
ば
則
ち
之
れ
を
如
何
に
す
れ
ば
而
ち
可
な
ら
ん
。
日
く
、
敬
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順
に
し
て
違
う
こ
と
無
く
、
以
て
婦
道
を
藍
く
す
(
4
)
。
甘
苦
に
も
之
れ

を
同
じ
く
し
、
死
生
に
も
之
れ
を
以
て
す
(
5
)
。
夫
に
事
う
る
の
徳
を
述

ぶ
る
こ
と
。
此
れ
自
り
以
下
、
凡
て
十
章
な
り
。
[
好
は
、
去
啓
。
楽
は
、

音
絡
。
]

○
資
料
研
究

こ
の
部
分
は
、
「
事
夫
之
徳
」
　
に
つ
い
て
の
藍
鼎
元
の
目
論
で
あ
る
。

(
1
)
『
儀
穏
』
喪
服
篇
の
　
「
賓
衰
不
杖
期
」
、
「
女
子
子
の
人
に
遠
く
者
、
其

な

　

　

　

　

た

の
父
母
と
昆
弟
の
父
の
後
と
烏
る
者
の
篤
め
に
す
」
　
の
侍
に
、
「
婦
人
に
、
三

従
の
義
有
り
て
、
専
用
の
道
無
し
。
故
に
、
未
だ
嫁
せ
ざ
れ
ば
、
父
に
従
い
、

既
に
嫁
す
れ
ば
、
夫
に
従
い
、
夫
死
す
れ
ば
、
子
に
従
う
。
故
に
、
父
は
子
の

天
な
り
。
夫
は
妻
の
天
な
り
。
」
　
と
見
え
る
。
そ
し
て
、
『
孟
子
』
離
婁
下
篇

に
、
「
良
人
な
る
者
は
、
仰
望
し
て
而
し
て
身
を
終
う
る
所
な
り
。
」
　
と
あ
る
。

(
2
)
『
詩
経
』
小
雅
　
「
常
棟
」
貨
に
、
「
妻
子
、
好
合
す
る
は
、
諺
琴
を
鼓

す
る
が
如
し
。
」
　
と
あ
る
。
ま
た
、
『
易
経
』
家
人
卦
の
　
「
象
侍
」
　
に
、
「
父
は

父
た
り
。
…
…
夫
は
夫
た
り
。
婦
は
婦
た
』
。
而
し
て
家
道
正
し
。
」
と
あ
る
。

(
3
)
『
易
経
』
小
畜
卦
の
　
「
九
三
」
　
の
「
象
侍
」
に
、
「
夫
婦
、
反
目
す
れ

ば
、
室
を
正
す
能
わ
ざ
る
な
り
。
」
　
と
あ
る
。

(
4
)
『
種
記
』
昏
義
岩
に
、
「
是
の
故
に
、
婦
順
、
備
わ
り
て
而
る
後
に
和

ち
上
う
き
ゆ
う

理
す
。
内
、
和
理
し
て
而
る
後
に
家
長
　
久
な
る
可
き
な
り
」
と
あ
る
。
な
お
、

『
女
戒
』
敬
憬
篇
に
　
「
敬
順
」
　
に
言
及
す
る
。

(
5
)
　
「
死
生
以
之
」
　
に
つ
い
て
、
こ
こ
と
特
に
関
連
が
有
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
『
左
侍
』
昭
公
四
年
に
、
「
子
産
日
く
、
…
…
萄
し
く
も
社
稜
に
利
あ
れ

ば
、
死
生
に
も
之
れ
を
以
て
せ
ん
。
」
と
い
う
。

な
お
、
「
事
夫
」
　
に
関
連
し
て
、
下
に
、
「
去
妬
之
徳
」
　
(
第
三
十
六
章
～
第
四

十
玉
章
)
　
が
有
り
、
巻
四
　
「
婦
言
」
　
篇
に
、
「
助
夫
之
徳
」
　
(
第
二
章
～
第
二
十
四

草
)
、
巻
五
　
「
婦
容
」
篇
に
、
「
敬
夫
之
徳
」
　
(
第
四
章
～
第
十
一
章
)
　
な
ど
が
有

る
。
婦
が
夫
に
従
う
を
旨
と
す
る
の
は
、
古
来
の
女
性
教
導
書
が
等
し
く
教
示

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
劉
向
『
列
女
侍
』
の
貞
順
岩
や
、
曹
大
家
『
女
誠
』
も
、

「
夫
婦
」
・
「
敬
憬
」
・
「
専
心
」
な
ど
で
こ
れ
を
強
調
す
る
。
『
女
孝
経
』
三
才

章
第
七
・
紀
徳
行
章
第
十
な
ど
に
、
夫
に
事
え
る
心
構
え
を
述
べ
、
『
女
論
語
』

に
は
、
「
事
夫
章
第
八
」
　
が
有
り
、
司
馬
光
『
家
範
』
巻
八
・
九
に
、
「
妻
上

・
下
」
　
が
あ
る
。
呂
坤
『
閏
範
』
巻
三
に
は
、
「
婦
人
之
道
」
　
を
掲
げ
る
。
明

の
落
太
后
『
女
訓
』
に
、
夫
婦
第
四
・
敬
夫
第
六
が
、
明
の
仁
孝
文
皇
后
『
内

訓
』
に
、
事
君
章
第
十
三
が
有
る
。

な
お
、
女
性
認
識
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
『
女
學
』
が
、
女
子
教
導

の
端
を
　
「
事
夫
」
　
か
ら
起
こ
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
夫
と
の
調
和
を
説

く
こ
と
か
ら
始
め
る
　
(
「
夫
婦
第
二
」
)
　
曹
大
家
『
女
誠
』
の
姿
勢
に
似
通
っ
て

い
る
。
呂
坤
『
閏
範
』
で
は
、
婦
道
・
母
儀
は
女
徳
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、

「
女
」
と
し
て
　
「
良
」
　
で
な
け
れ
ば
、
婦
と
し
て
の
　
「
淑
」
　
は
有
り
得
な
い
と

論
じ
て
、
「
女
子
之
道
」
　
か
ら
始
め
、
「
夫
婦
之
道
」
・
「
婦
人
之
道
」
・
「
母
道
」

と
連
ね
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
の
康
基
淵
『
女
學
纂
』
や
、
や
は
り

清
代
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
『
賢
媛
図
説
』
な
ど
も
、
こ
の
方
向
を
継
承
し
て
い

る
。
ま
た
、
.
一
方
、
家
族
制
の
中
で
婦
人
の
責
任
自
覚
を
ど
う
設
定
す
る
か
に

心
を
用
い
る
女
教
書
で
は
、
む
し
ろ
、
舅
姑
に
ど
う
仕
え
る
か
の
視
点
を
重
視

し
、
こ
れ
を
先
行
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
女
孝
脛
』
な
ど
に
も
、

舅
姑
へ
の
視
点
が
強
調
さ
れ
る
し
、
『
女
論
語
』
は
、
「
事
父
母
」
・
「
事
舅
姑
」

の
順
に
連
ね
る
が
、
こ
こ
で
、
父
母
へ
の
奉
仕
と
は
、
舅
姑
に
仕
え
る
精
神
を
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自
覚
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
、
舅
姑
へ
の
視
点
が
強

い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
儒
教
社
会
に
お
け
る
女
性
存
在
の
役
割
の
原
点
を
ど
う
定
め
る

か
に
つ
い
て
、
劉
向
『
列
女
侍
』
は
、
こ
れ
を
　
「
母
儀
」
　
に
求
め
て
い
る
。
歴

代
の
女
性
伝
記
を
中
心
と
す
る
女
教
書
に
は
、
こ
の
姿
勢
を
基
本
に
す
る
も
の

が
多
い
。
明
代
の
茅
坤
の
増
補
に
よ
る
『
評
林
古
今
列
女
侍
』
や
、
や
は
り
明

の
注
氏
『
紆
園
列
女
侍
』
　
(
大
村
西
崖
校
輯
園
本
叢
刊
所
収
)
　
な
ど
は
こ
の
系
列

に
属
す
る
。
ま
た
、
明
の
黄
尚
文
『
女
範
』
(
『
古
今
女
範
』
、
あ
る
い
は
『
女
範
篇
』

と
も
)
や
、
清
の
劉
開
『
廣
列
女
侍
』
な
ど
は
、
后
妃
を
初
め
に
置
く
も
の
の
、

そ
の
精
神
に
お
い
て
は
、
や
は
り
　
「
母
儀
」
　
に
始
ま
る
と
い
う
形
式
を
継
承
し

て
い
る
。
明
の
解
緒
等
奉
勅
撰
『
古
今
列
女
侍
』
は
、
后
妃
・
諸
侯
大
夫
妻
・

庶
人
妻
に
分
類
し
て
列
す
る
が
、
基
本
的
に
は
、
「
母
儀
」
　
を
始
め
と
す
る
姿

勢
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
関
連
し
て
、
〔
2
〕
　
の
　
「
事
舅
姑
之
徳
」
　
(
第
十
二

章
～
第
二
十
章
)
　
に
つ
い
て
の
藍
鼎
元
の
論
に
お
け
る
資
料
研
究
も
参
照
さ
れ

た
い
。

ず
敬
い
必
ず
戒
み
て
、
夫
子
に
違
う
こ
と
無
か
れ
と
。
順
を
以
て
正
と
焦

す
は
、
妾
婦
の
道
な
り
と
(
1
)
.
。
[
節
な
り
。
女
家
の
女
は
、
音
汝
。
]

家
語
日
く
、
女
子
な
る
者
は
、
男
子
の
教
に
順
い
て
。
而
し
て
其
の
理

を
長
ず
る
者
な
り
。
是
の
故
に
、
専
制
の
義
無
く
し
て
、
而
し
て
三
従
の

道
有
り
と
　
(
2
)
。
[
長
は
、
上
智
。
]
右
、
第
三
章
。

【
第
三
章
】

[
原
文
]
　
孟
子
ロ
、
女
子
之
嫁
也
、
母
命
之
、
往
送
之
門
、
戒
之
日
、
往
之
女

家
、
必
敬
必
戒
、
無
違
夫
子
、
以
順
鳥
正
者
、
妾
婦
之
道
也
、
[
節
、
女
家
之
女

音
汝
]家
語
日
、
女
子
者
、
順
男
子
之
教
、
而
長
其
理
者
也
、
是
故
、
無
専
制
之
義
、

而
有
三
従
之
道
、
[
長
上
啓
]
　
右
第
三
章

孟
子
日
く
、
女
子
の
嫁
す
る
や
、
母
、
之
れ
に
命
ず
。
往
く
に
、
之
れ

な

ん

じ

　

　

　

ゆ

を
門
に
送
り
て
、
之
れ
を
戒
め
て
日
く
。
往
き
て
女
の
家
に
之
き
、
必

○
資
料
研
究

(
1
)
　
原
文
に
、
『
孟
子
』
を
引
い
て
、
「
必
敬
必
滅
」
と
あ
る
が
、
『
典
故
列

女
侍
』
で
、
「
戒
」
　
を
誤
っ
て
　
「
成
」
　
に
作
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
③

「
嘉
慶
乙
丑
刊
」
本
・
④
「
同
治
二
年
刊
」
本
に
て
は
、
こ
れ
を
「
必
敬
必
成
」

に
作
る
。
ま
た
、
①
「
内
閣
文
庫
」
本
・
②
「
東
洋
文
庫
」
の
本
・
⑤
「
國
立

国
合
固
書
館
」
　
本
・
⑥
　
「
暁
星
樵
人
復
校
重
刊
」
　
本
に
て
は
、
「
必
敬
必
戒
」

に
作
る
。
「
戒
」
　
は
、
刻
字
の
段
階
で
　
「
成
」
　
に
誤
る
可
能
性
が
無
く
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
戒
」
字
の
中
の
「
十
」
の
部
分
の
表
現
の
仕
方
で
、
「
成
」

と
誤
り
刻
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
東
洋
文
庫
」
の
本
は
、
一
応
「
戒
」
に
作
る
も
の
と
判
読
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
他
の
諸
本
と
比
べ
る
と
や
や
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
写
す

場
合
、
「
成
」
　
と
読
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
有
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
に
言
及
し
て
お
く
。
こ
の
　
「
東
洋
文
庫
」

の
本
の
「
戒
」
字
が
「
成
」
字
に
誤
読
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
東

洋
文
庫
」
の
本
は
、
「
戒
」
字
が
「
成
」
字
と
誤
り
刻
し
た
「
嘉
慶
乙
丑
刊
」

本
の
手
本
に
な
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
、
前
章
　
(
『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第
四
集
所
収
拙
稿
一
九
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九
七
)
　
や
『
日
本
中
國
學
合
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
所
収
の
　
「
藍
鼎
元

『
女
學
』
に
つ
い
て
」
　
(
一
九
九
八
)
　
な
ど
に
お
い
て
、
『
典
故
列
女
侍
』
の
諸

版
本
の
紹
介
を
し
、
そ
の
頭
注
部
分
の
比
較
し
て
き
て
い
る
が
、
六
種
類
の
版

本
の
う
ち
、
「
東
洋
文
庫
」
の
本
と
「
嘉
慶
乙
丑
刊
」
本
と
は
、
文
字
の
類
似

性
が
最
も
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
本
の
出
版
に
は
な
ん
ら
か
の
緊
密
な

関
わ
り
が
有
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
他
の
個
所
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
る
が
、

「
東
洋
文
庫
」
の
本
の
出
版
年
は
い
ま
確
認
で
き
な
い
の
も
の
の
、
あ
る
い
は

こ
れ
は
「
嘉
慶
乙
丑
刊
」
本
の
出
版
年
に
先
行
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、

「
東
洋
文
庫
」
の
本
と
「
嘉
慶
乙
丑
刊
」
本
の
類
似
性
は
、
先
に
掲
げ
て
検
討

を
加
え
た
『
典
故
列
女
侍
』
の
第
二
章
部
分
の
頭
注
　
(
温
、
操
手
也
、
婦
事
夫
、

進
盟
請
天
、
)
　
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。

「
孟
子
日
」
　
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、
『
孟
子
』
應
文
公
下
篇
に
同
一
内
容
の

文
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
女
子
の
嫁
す
る
や
、
母
、
之
れ
に
命
ず
。
往
く

に
、
之
れ
を
門
に
送
り
て
、
之
れ
を
戒
め
て
日
く
。
往
き
て
女
の
家
に
之
き
、

必
ず
敬
い
必
ず
戒
み
て
、
夫
子
に
違
う
こ
と
無
か
れ
と
。
順
を
以
て
正
と
焦
す

は
、
妾
婦
の
道
な
彗
」
と
あ
る
。
　
〕

出
嫁
に
際
し
て
、
親
が
嫁
女
に
訓
告
す
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
。
『
儀
穏
』
士

昏
穏
篇
の
　
「
記
」
　
に
、
嫁
女
の
出
嫁
に
際
し
て
の
親
の
辞
が
見
え
る
。
先
ず
、

出
る
に
当
た
っ
て
、
父
母
が
戒
め
告
げ
る
。
「
父
、
女
に
醸
し
て
、
而
し
て
迎

う
る
者
を
侯
つ
。
母
、
房
外
に
南
面
す
。
女
、
母
の
左
に
出
づ
。
父
、
西
面
し

て
之
れ
を
戒
む
。
必
ず
正
す
こ
と
有
り
て
、
衣
の
若
く
算
の
若
く
な
れ
と
。
母
、

諸
れ
を
西
階
上
に
戒
む
。
降
ら
ず
。
」
　
と
あ
る
。
こ
1
に
は
、
母
の
　
「
戒
」
　
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
次
の
　
「
記
」
　
の
l
文
と

の
関
連
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
士
昏
祀
」
岩
の
　
「
記
」
　
に
、
嫁
女
を
送
る
と
き
の
辞
に
つ
い
て
、
「
父
、

女
を
送
り
て
、
之
れ
に
命
じ
て
日
く
、
之
れ
を
戒
め
之
れ
を
敬
い
て
、
夙
夜
、

命
に
違
う
こ
と
母
か
れ
と
。
母
、
衿
を
施
し
、
晩
を
結
び
て
日
く
、
之
れ
を
勉

め
之
れ
を
敬
い
て
、
宮
事
に
違
う
こ
と
無
か
れ
と
。
庶
母
、
門
内
に
及
び
て
、

か
さ

蟹
を
施
し
、
之
れ
に
申
ぬ
る
に
父
母
の
命
を
以
て
し
、
之
れ
に
命
じ
て
日
く
、

た
が

敬
い
恭
し
み
聴
き
て
、
爾
の
父
母
の
言
を
宗
び
、
夙
夜
、
患
う
こ
と
無
く
、
諸

れ
を
衿
・
撃
に
視
よ
と
。
」
　
と
あ
る
。
前
掲
の
　
「
記
」
　
に
、
「
父
、
西
面
し
て

之
れ
に
戒
む
。
」
　
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
「
父
、
之
れ
に
命
じ
て
日
く
」
　
と
い

う
。
お
そ
ら
く
、
前
掲
の
　
「
戒
む
」
　
に
続
い
て
、
こ
こ
の
　
「
命
じ
て
日
く
」
　
の

辞
が
告
げ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
　
「
母
、
諸
れ
を
西
階
上
に
戒
む
。
」

の
辞
の
内
容
は
、
こ
こ
の
　
「
母
…
…
日
く
、
之
れ
を
勉
め
之
れ
を
敬
い
て
、
宮

事
に
違
う
こ
と
無
か
れ
。
」
　
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

『
儀
稽
』
に
掲
げ
る
も
の
は
、
『
孟
子
』
に
示
す
親
の
訓
告
と
や
や
異
な
る
。

『
孟
子
』
の
場
合
は
、
母
の
辞
だ
け
を
掲
げ
、
し
か
も
母
は
門
ま
で
送
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
『
儀
種
』
で
は
父
・
母
・
庶
母
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
訓

告
し
、
し
か
も
母
は
、
「
降
ら
ず
」
　
で
あ
る
か
ら
、
門
ま
で
送
る
こ
と
は
し

な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
異
な
る
の
か
、
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
実
的

に
、
時
代
・
地
方
・
身
分
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
煩
筒
が
生
じ
儀
節
の
運
用
に

差
異
が
用
い
ら
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
孟
子
』
に
見
え
る
も
の
は
、
孟

子
の
知
る
範
囲
で
の
婚
姻
の
儀
礼
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
父
の
辞
は
見
え

な
い
が
、
こ
れ
は
単
に
省
略
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
『
儀
穏
』
に

見
え
る
も
の
は
、
漠
代
以
後
、
経
の
文
辞
が
、
整
っ
た
儀
礼
の
立
場
で
威
儀
を

具
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

出
嫁
の
親
子
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
有
る
。
『
春
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秋
穀
染
侍
伝
』
桓
帝
三
年
に
、
「
種
、
女
を
送
り
て
、
父
、
堂
を
降
ら
ず
。
母
、

祭
門
を
出
で
ず
。
諸
母
・
兄
弟
、
閑
を
出
で
ず
。
父
、
之
れ
を
戒
め
て
日
く
、

謹
み
憬
み
て
爾
の
舅
の
言
に
従
え
と
。
母
、
之
れ
を
戒
め
て
日
く
、
謹
み
憬
み

て
爾
の
姑
の
言
に
従
え
と
。
諸
母
、
般
も
て
し
、
之
れ
に
申
ね
て
日
く
、
謹
み

憬
み
て
爾
の
父
母
の
言
に
従
え
と
。
」
　
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
父
は
、
堂
を
降

む
こ

ら
ず
。
母
は
、
祭
門
を
出
な
い
。
『
儀
穏
』
に
も
、
「
賓
、
…
…
再
拝
稽
首
し

ノ

て
、
降
り
て
出
づ
。
婦
、
従
い
て
、
、
西
階
自
り
降
る
。
主
人
、
降
り
送
ら
ず
。
」

と
い
う
。
父
は
堂
を
降
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
記
」
　
で
は
、
母
に
も
降

ら
な
い
と
い
う
か
ら
、
『
穀
染
侍
』
　
で
　
「
祭
門
を
出
で
ず
」
　
と
い
う
の
と
は
、

や
や
意
味
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
母
は
、
祭
門
を
出
な
い
と

い
う
の
は
、
む
し
ろ
『
孟
子
』
の
、
母
が
門
ま
で
送
る
と
い
う
の
と
同
じ
意
味

に
な
ろ
う
。
『
儀
穏
』
で
は
、
父
母
と
も
に
堂
を
降
ら
ず
、
『
孟
子
』
・
『
穀
梁

侍
』
で
は
、
父
は
降
ら
ず
、
母
は
降
っ
て
門
の
と
こ
ろ
ま
で
送
っ
て
行
く
こ
と

に
な
ろ
う
。

父
母
の
訓
告
の
辞
も
少
し
ず
つ
異
な
る
。
『
穀
梁
停
』
で
は
、
父
・
母
の
言

は
、
舅
・
姑
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
仕
え
方
を
区
別
し
て
い
る
が
、
『
儀
稽
』
で
は
、

特
に
こ
れ
を
明
記
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
母
の
言
「
宮
事
」
　
が
主
と
し
て
姑

と
の
関
連
を
意
味
す
る
な
ら
、
『
儀
種
』
で
、
父
の
命
は
、
舅
へ
の
仕
え
方
を

意
味
す
る
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
。
唐
の
賃
公
彦
『
儀
穏
琉
』
は
、
父
は
、

舅
の
命
に
違
う
な
と
告
げ
、
母
は
、
姑
の
命
に
違
う
な
と
告
げ
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
父
に
　
「
命
」
　
と
い
い
、
母
に
　
「
戒
」
　
と
区
別
し
て
記
す
の
で
あ
る
と

解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
穀
梁
侍
』
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
劉
向
『
列
女
侍
』
貞
順
篇
の
　
「
賓
孝
孟
姫
」
　
に
も
、
出
嫁
に
際
し
て

の
親
子
の
別
れ
の
儀
礼
を
記
す
。
賓
の
孝
公
が
孟
姫
を
親
迎
す
る
場
面
に
、
「
父

母
へ
　
孟
姫
を
送
り
て
、
堂
を
降
ら
ず
。
母
、
房
の
中
に
醸
し
‥
そ
の
衿
・
網
を

結
び
、
之
れ
を
誠
め
て
日
く
、
必
ず
敬
い
必
ず
戒
み
て
、
宮
事
に
違
う
こ
と
無

か
れ
と
。
父
、
之
れ
を
東
階
の
上
に
誠
め
て
日
く
、
必
ず
夙
に
興
き
夜
に
痍
ね
、

命
に
違
う
こ
と
無
か
れ
。
其
の
王
命
に
大
妨
有
る
者
は
、
亦
た
従
う
こ
と
勿
か

れ
と
。
諸
母
、
之
れ
を
雨
階
の
間
に
誠
め
て
日
く
、
之
れ
を
敬
い
之
れ
を
敬
い

て
、
必
ず
父
母
の
命
を
終
え
よ
。
夙
夜
、
怠
る
こ
と
無
か
れ
。
ホ
の
衿
・
綱
に

み
よ
、
父
母
の
言
に
謂
う
は
何
ぞ
と
。
姑
姉
妹
、
之
れ
を
門
内
に
諌
め
て
白
く
、

夙
夜
、
違
う
こ
と
無
か
れ
。
ホ
の
衿
・
聾
に
み
て
、
父
母
の
言
を
忘
る
る
こ
と

無
か
れ
と
。
」
　
と
あ
る
。
父
母
が
堂
を
降
ら
な
い
の
は
、
『
儀
鵡
』
　
の
場
合
と

同
じ
で
あ
る
。
王
侯
に
嫁
ぐ
故
に
、
父
の
言
に
、
r
其
の
王
命
に
大
妨
有
る
者

は
」
　
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
『
穀
梁
侍
』
　
の
場
合
も
王
侯
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
劉
向
の
判
断
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
特
に

い
ず
れ
が
正
し
い
と
か
欠
落
し
て
い
る
と
か
限
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。
劉
向
『
列
女
侍
』
で
は
、
そ
の
大
略
を
、
『
儀
穏
』
に
示
さ
れ
た
儀
式
に

沿
う
て
ま
と
め
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
『
説
苑
』
修
文
第
に
は
、
「
夫
人
、
…
…
算
・
衣
装
を
正
し
、
而
しお
さ

て
之
れ
に
命
じ
て
日
く
、
往
け
。
善
く
爾
の
舅
姑
に
事
え
、
順
を
以
て
宮
室
を
篤

た
が

め
よ
。
爾
の
心
を
二
に
す
る
こ
と
無
く
、
敢
え
て
回
う
こ
と
無
か
れ
と
。
女
、

拝
す
。
…
…
父
に
堂
に
拝
し
て
辞
し
、
諸
母
に
大
門
に
拝
す
。
」
　
と
あ
る
。
親

の
訓
告
の
辞
は
、
母
が
先
で
父
の
そ
れ
が
後
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
劉
向
『
列

女
侍
』
と
同
じ
で
あ
る
。
『
白
虎
通
義
』
嫁
要
篇
に
は
、
「
父
日
く
、
之
れ
を

誠
め
之
れ
を
敬
い
て
、
夙
夜
、
命
に
違
う
こ
と
無
か
れ
と
。
母
、
衿
を
施
し
晩

を
結
び
て
日
く
、
之
れ
を
勉
め
之
れ
を
敬
い
て
、
夙
夜
、
宮
事
に
違
う
こ
と
無

か
れ
と
。
父
、
昨
階
に
誠
め
、
母
、
西
階
に
誠
む
。
庶
母
、
門
内
に
及
び
て
聾
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を
施
し
、
之
れ
に
申
ぬ
る
に
父
母
の
命
を
以
て
す
。
之
れ
に
命
じ
て
日
く
、
敬

し

た

が

　

　

　

　

た

が

い
恭
し
み
て
爾
の
父
母
の
言
に
聴
え
。
夙
夜
患
う
こ
と
無
か
ら
ん
と
し
て
、

諸
を
衿
・
撃
に
視
よ
と
。
」
　
と
あ
る
。
父
・
母
の
順
に
訓
告
の
辞
を
掲
げ
る
。

『
儀
稽
』
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
、
諸
書
に
見
え
る
資
料
を
掲
げ
て
、
い
い
さ
さ
か
の
比
較
を
試
み
た
が
、

『
孟
子
』
・
『
穀
染
侍
』
に
示
す
も
の
が
、
や
や
小
異
す
る
他
は
、
基
本
的
に

は
同
じ
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
朱
薫
の
撰
と
題
す
る
『
文
公
家
超
』
の
「
昏
穏
」
　
(
丘
溶
稗
の
『
家
穐
』

で
は
巻
三
)
　
に
、
「
父
命
ず
る
の
辞
、
之
れ
を
戒
め
敬
い
て
、
夙
夜
、
爾
の
舅

姑
の
命
に
違
う
こ
と
母
か
れ
と
。
母
命
ず
る
の
辞
、
之
れ
を
勉
め
之
れ
を
敬
い

て
、
夙
夜
、
閉
門
の
穂
に
違
う
こ
と
母
か
れ
と
。
諸
母
、
命
ず
る
の
辞
、
謹
み

て
爾
の
父
母
の
言
に
聴
え
と
。
」
　
と
あ
る
。
基
本
的
に
、
『
儀
穏
』
や
劉
向
『
列

女
侍
』
に
示
す
も
の
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
歴
代
の
儒
教
家
族
制
を

背
景
と
す
る
婚
礼
に
お
い
て
は
、
父
は
、
舅
姑
の
言
い
つ
け
に
関
す
る
訓
告
を

し
、
母
は
、
家
の
内
で
母
性
を
実
際
的
に
実
践
す
る
妻
と
し
て
の
心
構
え
に
つ

い
て
訓
告
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
か
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。ノ

藍
鼎
元
が
、
l
こ
こ
で
『
儀
超
』
・
劉
向
『
列
女
侍
』
・
『
文
公
家
穏
』
な
ど
の

資
料
を
も
用
い
な
い
で
、
特
に
『
孟
子
』
　
の
資
科
を
掲
げ
た
理
由
は
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
婚
姻
の
儀
式
の
次
第
で
な
く
、
前
論
に
示
す
よ

う
に
、
「
夫
に
事
う
る
徳
」
　
を
テ
ー
マ
と
す
る
資
料
を
列
ね
る
の
が
目
的
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
殊
に
『
孟
子
』
の
　
「
夫
子
に
違
う
こ
と
無

か
れ
」
　
の
句
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
　
『
孔
子
家
語
』
本
命
解
篇
に
、
「
女
子
な
る
者
は
、
男
子
の
教
に
順
い

て
、
而
⊥
て
其
の
理
を
長
ず
る
者
な
り
。
是
の
故
に
、
専
制
の
義
無
く
し
て
、

而
し
て
三
従
の
道
有
り
。
」
　
と
あ
る
。
な
お
、
『
大
戴
穏
記
』
本
命
篇
に
、
「
女

子
な
る
者
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
男
子
の
教
に
如
い
て
、
而
し
て
其
の
義
理
を
長

ず
る
者
な
り
。
故
に
之
れ
を
婦
人
と
謂
う
。
婦
人
、
人
に
伏
す
る
な
り
。
是
の

故
に
、
専
制
の
義
無
く
し
て
、
而
し
て
三
従
の
道
有
り
。
」
　
と
あ
る
。

な
お
、
「
専
制
の
義
無
く
し
て
、
而
し
て
三
従
の
道
有
り
。
」
　
に
つ
い
て
は
、

『
儀
稽
』
喪
服
篇
　
(
賓
衰
不
杖
期
)
　
「
女
子
子
通
人
者
」
　
の
　
「
侍
」
　
に
、
「
婦
人

に
三
従
の
義
有
り
て
、
専
用
の
道
無
し
云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
婦
人
三
従
」

に
関
し
て
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
母
儀
篇
の
　
「
緋
孟
輌
母
」
　
や
　
「
魯
之
母
師
」

(
拙
著
『
劉
向
「
列
女
侍
」
　
の
研
究
』
二
三
五
二
二
二
六
・
二
四
〇
の
各
頁
)
　
を
参
照

さ
れ
た
い
。

以
上
、
こ
の
章
は
、
『
孟
子
』
・
『
孔
子
家
語
』
の
資
料
を
掲
げ
て
、
婦
人
の

道
は
夫
に
対
す
る
従
順
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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[
原
文
]
　
班
氏
日
、
夫
有
再
要
之
義
、
婦
無
二
適
之
文
、
故
日
、
夫
者
天
也
、

天
国
不
可
離
也
、
行
違
神
祇
、
天
則
罰
之
、
穏
義
有
慾
、
夫
則
薄
之
、
故
女
憲

日
、
得
意
一
人
、
是
謂
永
畢
、
失
意
一
人
、
是
謂
永
託
、
由
斯
言
之
、
夫
不
可

不
求
其
心
也
、
[
節
、
行
去
啓
、
]

夫
婦
之
好
、
終
身
不
離
、
房
室
周
旋
、
易
生
媒
規
、
媒
頚
既
生
、
語
言
過
臭
、

語
言
既
過
、
樅
恋
必
作
、
縦
窓
既
作
、
則
侮
夫
之
心
生
臭
、
夫
事
有
曲
直
、
言

有
是
非
、
直
者
不
能
不
事
、
曲
者
不
能
不
訟
、
訟
事
既
施
、
則
有
余
怒
之
事
兵
、

侮
夫
不
節
、
譜
呵
従
之
、
盆
怒
不
止
、
楚
撞
従
之
、
夫
鳥
夫
婦
者
、
義
以
和
親
、

恩
以
好
合
、
楚
撞
既
行
、
何
義
之
存
、
謹
阿
既
宣
、
何
恩
之
有
、
恩
義
倶
塵
、

夫
婦
離
臭
、
此
皆
由
於
不
知
敬
順
也
、
[
易
音
異
、
媒
昔
屑
、
夫
事
夫
鳥
之
夫
、
倶
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音
挟
、
好
去
啓
、
]
　
右
第
四
章

班
氏
日
く
、
夫
に
再
要
の
義
有
り
て
、
婦
に
二
道
の
文
無
し
。
故
に
日

く
、
夫
な
る
者
は
天
な
り
と
。
天
は
、
固
よ
り
逃
る
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

夫
は
、
固
よ
り
離
る
る
可
か
ら
ず
。
行
い
、
神
祇
に
違
う
と
き
は
、
天
は
、

あ
や
ま

則
ち
之
れ
を
罰
す
。
種
義
、
怒
る
こ
と
有
る
と
き
は
、
夫
、
則
ち
之
れ

う

と

　

　

　

　

　

じ

よ

け

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

こ

し

え

を
薄
ん
ず
。
故
に
女
憲
に
日
く
、
意
を
一
人
に
得
る
、
走
れ
を
永
に
畢

る
と
謂
う
。
意
を
一
人
に
失
う
、
走
れ
を
永
に
詰
る
と
謂
う
と
。
斯
れ
に

由
り
て
之
れ
を
言
え
ば
、
夫
に
は
、
其
の
心
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な

り
。
[
節
な
り
。
行
は
、
去
啓
。
]
　
(
1
)

よ

し

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

れ

お

る

夫
婦
の
好
は
、
身
を
終
う
る
ま
で
離
れ
ず
。
房
室
に
周
旋
す
れ
ば
、

な

れ

か

ろ

ん

じ

る

　

　

　

や

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

い

す

ぎ

媒
　
規
を
生
じ
易
か
ら
ん
。
媒
頬
、
既
に
生
ず
れ
ば
、
語
言
、
過
あ

わ

が

ま

ま

　

　

　

お

こ

ら
ん
。
語
言
、
既
に
過
あ
れ
ば
、
縦
窓
、
必
ず
作
ら
ん
。
縦
窓
、
既
に
作

ら
ば
、
則
ち
夫
を
侮
る
の
心
生
じ
ん
。
夫
れ
事
に
曲
直
有
り
、
言
に
是
非

有
り
。
直
な
る
者
は
、
争
わ
ざ
る
能
わ
ず
。
曲
な
る
者
は
、
訟
え
ざ
る
能

わ
ず
。
訟
・
争
、
即
ち
施
こ
さ
る
れ
ば
、
則
ち
盆
怒
の
事
有
り
。
夫
を
侮

と
が
め
し
か
る

り
て
節
あ
ら
ざ
れ
ば
、
謹
　
吋
、
之
れ
に
従
う
。
盆
り
怒
り
て
止
ま
ざ
れ

む

ち

う

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

ば
、
楚
撞
、
之
れ
に
従
う
。
夫
れ
夫
婦
鳥
る
者
は
、
義
、
以
て
和
親
し
、

恩
、
以
て
好
合
す
。
楚
撞
、
既
に
行
わ
る
れ
ば
、
何
の
義
か
之
れ
存
せ
ん
。
ナ

誼
阿
、
既
に
宣
べ
ら
る
れ
ば
、
何
の
恩
か
之
れ
有
ら
ん
。
恩
・
義
、
倶
に
腰

た
る
れ
ば
、
夫
婦
、
離
す
る
な
ら
ん
。
此
れ
皆
な
、
敬
順
を
知
ら
ざ
る
に

由
る
な
り
　
(
2
)
。
[
易
は
、
音
異
。
煤
は
、
音
屑
。
夫
事
・
夫
鳥
の
夫
。
倶
に
、

音
挟
。
好
は
、
去
響
。
]
　
右
、
第
四
章
。

○
資
料
研
究

こ
の
部
分
は
、
曹
大
家
『
女
誠
』
　
の
　
専
心
篇
第
五
と
敬
慎
篇
第
三
か
ら
、

夫
婦
の
対
応
に
お
け
る
女
性
の
積
極
的
配
慮
に
当
た
る
部
分
を
、
藍
鼎
元
の
独

自
の
判
断
で
切
り
取
っ
て
編
成
し
直
し
て
い
る
。

(
1
)
　
『
女
誠
』
の
　
専
心
篇
　
に
、
「
夫
に
再
聾
の
義
有
り
て
、
婦
に
二
適
の

文
無
し
。
故
に
日
く
、
夫
な
る
者
は
天
な
り
と
。
天
は
、
固
よ
り
逃
る
る
可
か

ら
ざ
る
な
り
。
夫
は
、
固
よ
り
離
る
る
可
か
ら
ず
。
行
、
神
祇
に
違
う
と
き
は
、

天
、
則
ち
之
れ
を
罰
す
。
′
種
義
、
怒
る
こ
と
有
る
と
き
は
、
夫
、
則
ち
之
れ
を

薄
ん
ず
。
故
に
女
眉
に
日
く
、
意
を
一
人
に
得
る
、
是
を
永
に
畢
る
と
謂
う
。

意
を
一
人
に
寒
午
是
れ
を
永
に
詰
る
と
謂
う
と
。
斯
れ
に
由
り
て
之
れ
を
言

え
ば
、
夫
に
は
其
の
心
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
藍
鼎
元

は
以
上
の
部
分
の
み
を
採
っ
て
い
る
が
、
原
文
で
は
以
下
の
文
が
こ
れ
に
続
く
、

す
な
わ
ち
、
「
然
れ
ど
も
、
求
む
る
所
の
者
は
、
亦
た
侯
媚
・
筍
親
す
べ
L
と

謂
う
に
非
ず
。
　
固
よ
り
専
心
・
正
色
す
る
に
若
く
は
莫
し
。
穏
義
も
て
繁
に

居
る
。
耳
に
割
増
無
く
、
目
に
邪
視
無
し
。
出
て
は
冶
容
無
く
、
入
り
て
は
塵

飾
無
し
。
畢
輩
を
衆
合
す
る
無
く
、
門
戸
を
看
視
す
る
無
し
。
此
れ
則
ち
専
心

・
正
色
す
と
謂
う
な
り
。
夫
の
動
静
の
軽
脱
に
し
て
、
視
聴
の
陳
輸
な
る
。
入

り
は
則
ち
乱
髪
に
し
て
形
を
墳
し
、
出
て
は
則
ち
窃
詑
も
て
態
を
作
す
。
昔
に

道
う
べ
か
ら
ざ
る
所
を
説
き
、
昔
に
視
る
べ
か
ら
ざ
る
所
を
観
る
。
此
れ
専
心

・
正
色
す
る
能
わ
ず
と
謂
う
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
を
省
略
し
た
の
は
、

夫
の
心
に
沿
う
た
め
の
心
が
け
に
つ
い
て
補
説
す
る
内
容
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ

,つ。な
お
、
「
塗
聴
」
　
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
　
「
淫
穂
」
　
に
作
る
本
が
有
る
。
鎮
大

昭
『
後
漢
書
排
疑
』
は
、
「
淫
、
関
本
に
て
は
塗
に
作
る
。
」
　
と
い
う
。
中
華

書
局
本
『
後
漢
書
』
巻
八
四
は
、
「
塗
聴
」
　
に
作
り
の
校
勘
記
に
、
汲
本
・
殿
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本
に
は
　
「
塗
」
　
を
　
「
淫
」
　
に
作
る
と
指
摘
す
る
。
厳
可
均
編
『
全
後
漢
文
』

で
は
　
「
淫
聴
」
　
に
作
り
、
『
女
四
書
』
に
て
は
、
「
塗
聴
」
　
に
作
る
が
、
西
坂

衷
『
女
四
書
』
は
、
「
淫
聴
」
に
作
り
、
頭
注
に
、
原
本
に
て
は
「
淫
」
を
「
塗
」

に
作
り
、
『
後
漢
書
』
大
徳
本
同
じ
と
指
摘
す
る
。
い
ず
れ
に
て
も
通
じ
る
が
、

た
だ
、
殊
更
に
云
え
ば
、
目
の
　
「
邪
」
　
に
対
し
て
は
　
「
淫
」
　
の
方
が
分
か
り

易
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
程
度
の
異
な
り
が
指
摘
で
き
よ
う
。

夫
を
天
と
す
る
見
方
は
、
『
儀
祀
』
喪
服
篇
　
「
賓
衰
不
杖
期
」
　
の
、
「
女
子

子
の
人
に
適
く
者
、
其
の
父
母
・
昆
弟
の
父
の
後
と
慮
る
者
の
篤
め
に
す
。
」

の
　
「
侍
」
　
に
、
「
婦
人
に
三
従
　
の
義
有
り
て
、
専
用
の
道
無
し
、
…
・
=
故
に
、

父
な
る
者
は
、
子
の
天
な
り
。
夫
な
る
者
は
、
妻
の
天
な
り
。
婦
人
、
斬
を
式

に
せ
ざ
る
者
は
、
猶
ほ
天
を
式
に
せ
ざ
る
と
日
え
る
が
ご
と
し
。
」
　
と
あ
る
に

基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
男
性
・
夫
を
、
陽
・
天
・
健
・
乾
に
、
女
性

・
妻
を
、
陰
・
地
・
順
・
坤
に
結
び
つ
け
る
見
方
は
、
『
易
経
』
に
も
示
さ
れ

る
。
な
お
、
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母
性
　
-
　
母
性
の
威
力
の
観
点
で
み
る
漢
貌

晋
中
国
女
性
史
　
-
　
』
Ⅱ
研
究
篇
、
第
四
章
『
女
誠
』
に
お
け
る
女
性
教
導
と

主
婦
の
位
置
　
(
研
文
出
版
二
九
九
四
)
　
を
参
照
。
l

(
2
)
　
こ
の
部
分
は
、
『
女
誠
』
敬
憬
篇
第
三
か
ら
採
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

変
形
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

『
女
誠
』
に
は
、
先
ず
、
「
陰
陽
、
性
を
殊
に
し
、
男
女
、
行
い
を
異
に
す
。

陽
は
、
剛
を
以
て
徳
と
焦
し
、
陰
は
、
柔
を
以
て
用
と
鳥
す
。
男
は
、
症
を
以

て
貴
と
鳥
し
、
女
は
、
弱
を
以
て
美
と
鳥
す
。
故
に
都
諺
に
云
え
る
有
り
、
男

お
く
ぴ
▲
う

を
生
み
て
は
、
狼
の
如
く
な
れ
と
す
れ
ど
も
、
猶
お
其
の
　
低
　
な
ら
ん
か
を

恐
る
。
女
を
生
み
て
は
、
鼠
の
如
く
な
れ
と
す
れ
ど
も
、
猶
お
其
の
虎
の
ご
と

く
な
ら
ん
か
を
恐
る
。
然
ら
ば
則
ち
、
身
を
修
む
る
こ
と
敬
に
若
く
は
莫
く
、

痕
を
避
く
る
こ
と
順
に
若
く
は
美
し
。
故
に
日
く
、
敬
順
の
道
は
婦
人
の
大
穂

な
り
と
。
夫
れ
敬
、
官
に
非
ず
、
持
久
の
謂
い
な
り
。
夫
れ
順
、
宅
に
非
ず
、

寛
裕
の
謂
い
な
り
。
持
久
な
る
者
は
、
止
足
を
知
る
な
り
。
寛
裕
な
る
者
は
、

恭
下
を
尚
ぶ
な
り
。
」
　
と
あ
り
、
『
女
學
』
が
引
く
次
の
部
分
が
続
く
が
、
い

さ
さ
か
の
異
同
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
夫
婦
の
好
は
、
身
を
終
う
る
ま
で

離
れ
ず
。
房
室
に
周
旋
す
れ
ば
、
遂
に
媒
現
を
生
ぜ
ん
。
媒
頬
、
既
に
生
ず
れ

ば
、
語
言
、
過
あ
ら
ん
。
語
言
、
既
に
過
あ
れ
ば
、
縦
窓
、
必
ず
作
ら
ん
。
縦

恋
　
既
に
作
ら
ば
、
則
ち
夫
を
侮
る
の
心
生
じ
ん
。
地
軸
山
感
封
軸
引
司
列
間
叫

由
る
者
な
り
。

夫
れ
事
に
曲
直
有
り
、
言
に
是
非
有
り
。
直
な
る
者
は
、
事
わ

ざ
る
能
わ
ず
。
曲
な
る
者
は
、
訟
え
ざ
る
能
わ
ず
。
訟
・
事
、
即
ち
施
こ
さ
る

れ
ば
、
則
ち
盆
怒
の
事
有
り
。
此
れ
恭
下
を
尚
ば
割
引
叫
叫
刹
剖
瑚
引
。
夫
を

侮
り
て
節
あ
ら
ざ
れ
ば
、
謹
呵
、
之
れ
に
従
う
。
盆
り
怒
り
て
止
ま
ざ
れ
ば
、

楚
撞
、
之
れ
に
従
う
。
夫
れ
夫
婦
焦
る
者
は
、
義
、
以
て
和
親
し
、
恩
、
以
て

好
合
す
。
楚
撞
、
既
に
行
わ
る
れ
ば
、
何
の
義
か
之
れ
存
せ
ん
。
謹
阿
、
既
に

宣
べ
ら
る
れ
ば
、
何
の
恩
か
之
れ
有
ら
ん
。
恩
・
義
、
倶
に
麿
た
る
れ
ば
、
夫

婦
、
離
す
る
な
ら
ん
。
」
　
と
あ
る
。

『
女
學
』
で
は
、
「
遂
に
媒
疫
を
生
ぜ
ん
」
　
の
部
分
は
、
「
媒
増
を
生
じ
易

か
ら
ん
」
　
に
作
る
。
ま
た
、
「
此
れ
止
足
を
知
ら
ざ
る
に
由
る
者
な
り
」
・
「
此

れ
恭
下
を
尚
ば
ざ
る
に
由
る
者
な
り
へ
」
　
の
部
分
を
削
除
し
て
い
る
。
そ
の
か

わ
り
、
文
の
終
末
に
、
『
女
誠
』
に
は
無
い
　
「
此
れ
皆
、
敬
順
を
知
ら
ざ
る
に

由
る
な
り
」
　
の
部
分
を
付
け
加
え
て
い
る
。
鼎
元
独
自
の
判
断
に
よ
る
改
変

で
あ
ろ
う
。

O
　
「
敬
憬
」
　
と
　
「
敬
順
」
　
に
つ
い
て

こ
の
部
分
、
『
女
誠
』
　
(
『
後
漢
書
』
列
女
侍
)
　
で
は
、
従
来
、
「
敬
憬
第
三
」
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と
し
、
『
女
四
書
』
　
に
収
め
る
『
女
誠
』
　
で
は
、
「
敬
順
第
三
」
　
に
改
め
る
。

内
容
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
女
性
に
お
け
る
　
「
敬
」
　
と
　
「
順
」
　
の
心
構
え
に
つ
い

て
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
敬
順
」
　
と
す
る
方
が
納
得
し
や
す
い
の
は
確
か

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
注
に
掲
げ
た
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母

性
1
母
性
の
威
力
の
観
点
で
み
る
漠
魂
晋
中
国
女
性
史
　
-
　
』
に
言
及
し
て

い
る
。な
お
、
『
筍
子
』
成
相
篇
に
、
「
布
基
俣
聖
人
」
と
あ
り
、
楊
傍
注
に
、
「
保
、

讃
み
て
順
と
鳥
す
。
」
と
あ
り
㍉
『
説
文
通
訓
定
馨
』
に
も
、
「
憤
、
段
借
し
て

順
と
焦
す
。
」
　
と
あ
る
。
「
憬
」
　
を
　
「
順
」
　
に
読
む
事
例
は
古
典
に
し
ば
し
ば

見
え
る
が
、
例
え
ば
、
後
漠
の
事
例
と
し
て
、
次
の
場
合
を
見
て
お
く
。
『
論

衡
』
書
虚
篇
に
、
「
夫
孔
子
死
、
…
…
憬
道
應
天
。
」
　
と
あ
り
、
黄
嘩
『
論
衡

校
愕
』
に
、
呉
倹
齋
『
論
衡
校
録
』
を
引
い
て
、
「
『
憬
』
、
讃
み
て
『
順
』
に

作
る
。
『
憤
』
・
『
順
』
、
馨
近
く
字
通
ず
。
繋
辞
に
、
『
憤
斯
術
也
』
と
、
繹
文

云
う
、
『
保
、
本
、
順
に
作
る
』
。
」
　
と
。
垂
増
篇
に
は
、
「
『
美
周
公
之
徳
、
能

憬
天
地
。
」
と
。
原
校
に
日
く
、
『
一
に
順
に
作
る
』
と
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
田
済
　
(
『
漢
書
・
後
漢
書
二
二
国
志
列
伝
選
』
中
国
古
典
文
学
大
系
空
　
も
、
『
筍

子
』
を
引
い
て
　
「
憬
」
は
「
順
」
　
の
殴
借
と
見
る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る
。

な
お
、
「
女
學
総
要
」
　
の
『
女
誠
』
　
の
　
「
資
料
研
究
」
　
を
参
照
。

た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
諸
説
が
有
る
に
し
て
も
、
こ
こ
で
、
『
女
誠
』
の

こ
の
第
三
の
表
題
「
敬
憬
」
が
、
「
敬
順
」
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
、
『
女
誠
』
　
の
こ
の
第
三
の
表
題
を
、
た
だ
ち
に
　
「
敬
順
」
　
に
改
め
る

に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
敬
恨
」
　
に
は
、
そ
れ
自
体
、
用
例
も
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
前
掲
拙
著
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
こ
の
第
三
の
具
体

的
目
標
が
　
「
敬
」
　
と
　
「
順
」
　
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
筍
子
』
成
相
篇
の
、
か
の
　
「
憬
」
　
に
つ
い
て
も
、
王

先
謙
『
集
解
』
引
の
赫
怒
行
は
、
、
「
憬
」
　
を
　
「
誠
」
　
と
し
、
愈
樋
は
、
「
憬
聖

人
」
　
を
、
「
傍
聴
之
」
　
に
作
る
べ
き
だ
と
し
、
「
慎
ん
で
之
れ
を
聴
く
」
　
と
読

ん
で
い
る
。
『
易
経
』
需
卦
の
　
「
九
三
」
あ
　
「
象
」
に
は
、
ノ
.
「
敬
慣
な
れ
ば
敗

れ
ざ
る
な
り
」
　
と
あ
る
。

○
謙
虚
・
知
止
足
の
処
世
観
に
つ
い
て

こ
こ
に
語
ら
れ
る
男
女
対
応
の
基
本
理
念
と
、
こ
の
理
念
の
下
で
の
女
性
の

対
処
自
覚
に
関
す
る
指
摘
に
つ
い
て
、
男
女
を
、
陰
陽
・
剛
柔
・
彊
弱
で
対
置

し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
『
易
経
』
に
基
づ
く
こ
と
は
、
す
で
に
前
掲
拙
著
に
述

べ
て
い
る
。

な
お
、
加
倉
井
忠
珍
撰
『
女
誠
新
註
』
は
、
こ
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
注
解

を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
敬
は
、
恭
敬
な
り
。
順
は
、
坤
道
な
り
。
裕

た
っ
と
ぷ

は
、
容
な
り
。
知
止
足
は
、
其
の
常
に
止
足
す
べ
き
所
を
知
る
な
り
。
尚
は
、
上

な
り
。
恭
下
を
尚
び
、
物
に
謙
下
す
る
こ
と
を
上
ぶ
な
り
。
…
…
易
文
言
に
日

ヤ

く
、
坤
道
は
其
れ
順
な
る
か
。
天
を
承
け
て
而
し
て
時
に
行
る
と
。
又
た
日
く
、

妻
道
な
り
。
臣
道
な
り
と
。
」
　
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
男
性
に
事
え
従
う
を
旨
と
す
る
女
性
は
、
身
を
修
め
る
に
「
敬
」
、

睦
を
避
け
て
　
「
順
」
　
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
よ
と
す
る
。
「
敬
」
　
を
敷
術
説
明

し
て
、
「
持
久
」
・
「
知
止
足
」
　
に
結
び
、
ま
た
、
「
順
」
　
を
　
「
寛
裕
」
・
「
恭
下
」

に
そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
。

「
敬
」
が
な
ぜ
特
に
　
「
持
久
」
　
に
結
ば
れ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
「
知
止
足
」
　
は
、
『
老
子
』
第
四
四
章
に
、
「
足
る
を
知
れ
ば
辱
か
し
め
め

ら
れ
ず
、
止
ま
る
を
知
れ
ば
殆
う
か
ら
ず
。
」
　
と
あ
る
。
漠
代
以
後
、
こ
れ
を

処
世
の
教
訓
言
に
す
る
者
は
多
い
。
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有
名
な
の
は
、
疏
廉
で
、
『
漢
書
』
列
博
四
一
に
よ
れ
ば
、
『
春
秋
』
に
明

る
か
っ
た
廣
は
、
学
者
と
し
て
の
名
望
も
高
く
、
皇
太
子
の
太
博
と
な
る
。
兄

の
子
受
も
少
博
と
な
る
。
や
が
て
、
虞
は
、
受
に
、
「
喜
聞
く
、
足
る
を
知
れ

ば
辱
か
し
め
ら
れ
ず
、
止
ま
る
を
知
れ
ば
殆
う
か
ら
ず
、
功
遂
げ
身
退
く
は
、

天
の
道
な
り
と
…
…
官
成
り
名
立
つ
こ
と
、
此
く
の
如
く
に
し
て
去
ら
ざ
れ
ば
、

お
そ僧
ら
く
は
後
悔
有
ら
ん
云
々
」
　
と
語
り
、
共
に
朝
廷
を
辞
す
る
。
こ
の
後
、
家

の
経
営
に
お
い
て
も
、
「
賢
に
し
て
財
多
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
志
を
損
し
、
愚

に
し
て
財
多
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
過
を
益
す
。
且
つ
夫
れ
富
め
る
者
は
、
衆
人

の
怨
な
り
云
々
」
　
と
質
素
を
旨
と
し
、
族
人
も
こ
の
教
え
に
服
し
,
皆
、
寿
を

全
う
し
た
と
い
う
。
司
馬
光
『
家
範
』
巻
二
　
「
祖
」
　
も
、
掲
げ
て
讃
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
『
漢
書
』
列
停
四
六
王
章
侍
に
よ
れ
ば
、
書
生
時
代
に
困
窮
し
て
い

た
章
は
、
妻
の
内
助
の
功
を
得
て
発
憤
し
、
後
に
は
京
兆
芦
に
ま
で
な
る
。
当

時
の
政
権
を
専
ら
に
し
た
王
鳳
を
批
判
す
る
封
事
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
が
、

妻
は
、
「
人
、
昔
に
足
る
を
知
る
べ
し
云
々
」
　
と
諌
め
る
。
こ
れ
は
、
『
緒
列

女
侍
』
も
載
せ
る
。

こ
れ
を
女
性
の
立
場
で
身
の
教
訓
と
す
る
も
の
は
、
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
第

十
上
の
　
「
和
薫
郵
皇
后
」
　
に
見
え
る
。
こ
の
人
は
、
母
陰
氏
が
光
烈
皇
后
の
従

弟
の
女
に
あ
た
り
、
尊
位
を
固
辞
し
て
恭
倹
を
旨
と
し
た
陰
貴
人
　
(
「
光
烈
陰
皇

后
」
侍
)
　
を
手
本
と
し
、
常
に
　
「
恭
粛
・
小
心
、
動
き
て
法
度
有
り
。
」
　
で
あ

っ
た
。
帝
が
病
の
皇
后
に
特
別
の
配
慮
を
用
い
よ
う
と
し
た
ら
、
「
上
は
、
陛

下
を
し
て
幸
私
の
譲
り
有
ら
令
め
、
下
は
、
賎
妾
を
し
て
足
る
を
知
ら
ざ
る
の

え

譲
り
を
獲
使
め
ん
云
々
」
　
と
た
し
な
め
て
い
る
。
曹
大
家
は
、
和
帝
に
も
そ
の

才
能
を
重
視
せ
ら
れ
、
朝
に
臨
む
郡
太
后
の
政
事
に
も
参
与
し
助
言
も
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
「
知
止
足
」
を
、
こ
の
『
女
誠
』
に
持
ち
込
ん
で
掲
げ
た
の
は
、

こ
れ
が
、
郡
氏
の
日
頃
の
女
性
自
覚
で
あ
っ
た
こ
と
と
或
い
は
関
連
す
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
興
味
深
い

符
合
で
は
あ
る
。

O
　
「
知
止
足
」
　
の
発
想
と
『
易
経
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

「
足
る
を
知
る
」
・
「
止
ま
る
を
知
る
」
　
は
、
無
論
、
『
老
子
』
の
言
で
は
あ

る
が
、
漠
代
以
後
、
特
に
処
世
の
知
恵
と
し
て
、
盈
満
を
戒
め
る
『
易
経
』
な

ど
の
発
想
を
交
え
て
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て
い
る
。
『
易
経
』
乾
卦
の
象
侍
に
、

「
克
龍
、
悔
い
有
り
と
は
、
盈
つ
れ
ば
久
し
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
　
と
あ

り
、
ま
た
、
「
謙
」
　
卦
の
象
侍
に
、
「
天
道
、
盈
な
る
を
戯
き
て
、
而
し
て
謙

な
る
に
益
す
。
地
道
、
盈
な
る
を
欒
じ
て
　
謙
な
る
に
流
る
。
鬼
神
、
盈
な
る

を
害
し
て
、
而
し
て
謙
な
る
に
福
す
。
人
道
、
盈
な
る
を
悪
み
て
謙
を
好
む
。
」

と
。
ま
た
、
「
竪
」
　
卦
の
象
博
に
、
「
日
、
中
す
れ
ば
則
ち
民
き
、
月
、
盈
つ

れ
ば
則
ち
食
す
。
天
地
の
盈
虚
、
時
と
輿
に
消
息
す
。
而
る
を
況
ん
や
人
に
於

い
て
お
や
。
」
　
と
い
う
。

『
史
記
』
列
侍
第
一
九
察
澤
侍
に
は
、
應
侯
と
の
対
話
に
お
い
て
、
察
澤
は
、

『
易
経
』
の
語
を
用
い
て
、
「
物
、
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
衰
え
云
々
」
　
と
述
べ
、

こ
の
説
得
で
、
應
侯
は
、
「
欲
し
て
足
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
欲
す
る
所
以

を
失
い
、
有
し
て
止
ま
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
有
す
る
所
以
を
失
う
。
」
　
と

答
え
る
。
『
漢
書
』
列
侍
第
六
に
、
黄
老
術
を
修
め
た
劉
徳
は
、
盛
満
を
畏
れ

る
人
で
、
常
に
老
子
知
足
の
計
を
持
し
た
と
い
う
。
『
後
漢
書
』
列
停
第
二
二

に
」
光
烈
陰
皇
后
の
母
弟
に
あ
た
る
陰
興
が
、
光
武
帝
か
ら
l
　
封
ぜ
ら
れ
よ
う
と

し
て
、
こ
れ
を
、
盈
溢
と
し
て
固
辞
す
る
。
姉
の
皇
后
が
訳
を
尋
ね
る
と
、
「
克

龍
悔
い
有
り
と
。
夫
れ
外
戚
の
家
、
謙
退
知
ら
ざ
る
に
苦
し
む
。
…
…
富
貴
、

144



藍鼎元r女學」の研究〔2〕(下見)

極
ま
る
有
り
、
人
、
首
に
足
る
を
知
る
べ
し
云
々
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、

同
書
張
覇
侍
に
、
覇
が
、
「
日
中
す
れ
ば
移
る
云
々
」
　
と
述
べ
、
「
足
る
を
知

れ
ば
、
辱
か
し
め
め
ら
れ
ず
。
」
　
を
用
い
て
い
る
。

後
世
、
『
顔
氏
家
訓
』
に
、
「
止
足
J
篇
が
有
り
、
「
天
地
鬼
神
の
道
、
皆
、

満
盈
を
悪
む
。
謙
虚
・
沖
損
、
以
て
害
を
免
る
可
し
云
々
　
」
　
と
い
う
。
こ
れ

が
前
引
の
『
易
経
』
謙
卦
の
言
に
出
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
患
た
、
『
染
書
』

列
倖
第
四
六
止
足
侍
の
序
に
、
『
易
経
』
乾
卦
の
文
言
侍
か
ら
　
二
几
の
言
鳥
る

や
、
進
む
を
知
り
て
而
し
て
退
く
を
知
ら
ず
。
存
す
る
を
知
り
て
而
し
て
亡
ぶ

る
こ
と
を
知
ら
ず
。
…
…
進
退
存
亡
を
知
り
て
其
の
正
を
失
わ
ざ
る
者
は
其
れ

唯
だ
聖
人
か
。
」
　
と
あ
る
の
を
引
く
。

以
上
、
「
知
止
足
」
　
は
、
本
来
は
『
老
子
』
の
言
で
は
あ
る
が
、
漠
代
以
後

に
お
い
て
は
、
『
易
経
』
　
の
示
す
宇
宙
原
理
な
ど
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
、
人
生

の
盛
衰
や
盈
虚
へ
の
、
内
省
を
伴
う
謙
虚
の
処
世
観
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
『
女
誠
』
に
お
け
る
　
「
足
を
知
る
」
　
を
女
徳
と
関
連
づ
け
る
表
現

も
こ
の
よ
う
な
時
代
の
認
識
背
景
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

後
漠
時
代
に
お
い
て
は
、
儒
教
思
想
へ
の
傾
倒
は
著
し
い
が
、
ま
た
一
方
、
処

世
の
姿
勢
を
思
索
す
る
上
で
老
荘
的
な
世
界
観
へ
の
関
心
も
深
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
人
生
に
お
け
る
生
活
の
思
想
と
し
て
、
両
思
想
を
、
殊
更
に
異
質
の
考
え

方
と
し
て
差
別
し
な
い
で
、
両
様
に
需
要
す
る
傾
向
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。

【
第
五
章
】

[
原
文
]
易
日
、
夫
婦
之
道
、
不
可
以
不
久
也
、
故
受
之
以
恒
、
[
節
]

詩
日
、
習
習
谷
風
、
以
陰
以
雨
、
覗
勉
同
心
、
不
宜
有
怒
、
采
蔚
采
罪
、
無

以
下
髄
、
徳
音
莫
違
、
及
爾
同
死
、
[
罪
昔
斐
]
　
右
第
五
章

易
に
日
く
、
夫
婦
の
道
は
、
以
て
久
し
か
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

こ
ー
つ

故
に
之
れ
を
受
く
る
に
恒
を
以
て
す
　
(
1
)
。
[
節
な
り
。
]

く

も

　

　

　

　

　

　

　

つ

と

め

は

げ

む

詩
に
日
く
、
習
習
た
る
谷
風
、
似
て
陰
り
以
て
雨
ふ
る
。
覗
　
勉
し
て

ほ

う

　

　

　

ひ

心
を
同
じ
う
し
、
宜
し
く
怒
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
。
寿
を
采
り
非
を
采

る
、
下
鯉
を
以
て
す
る
こ
と
無
か
れ
。
徳
音
違
う
こ
と
莫
く
ん
ば
、
爾
と

死
を
同
じ
う
せ
ん
　
(
2
)
。
[
罪
は
、
音
斐
。
]
　
右
、
、
第
五
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
『
易
経
』
序
卦
博
に
、
「
夫
婦
の
道
は
、
以
て
久
し
か
ら
ざ
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
。
故
に
之
れ
を
受
く
る
に
恒
を
以
て
す
。
恒
な
る
者
は
久
し
き
な
り
。
」

と
あ
る
。

(
2
)
　
『
詩
経
』
柑
風
の
　
「
谷
風
」
　
篇
に
、
「
習
習
た
る
谷
風
、
以
て
陰
り
以

て
雨
ふ
る
。
覗
勉
し
て
心
を
同
じ
う
し
、
宜
し
く
怒
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
。

よ
き
ほ
ま
れ

蔚
を
采
り
罪
を
采
る
、
下
鯉
を
以
て
す
る
こ
と
無
か
れ
。
徳
音
違
う
こ
と
莫

く
ん
ば
、
爾
と
死
を
同
じ
う
せ
ん
。
」
　
と
あ
る
。

『
毛
侍
』
に
よ
れ
ば
、
「
習
習
は
、
和
好
の
貌
。
東
風
を
之
れ
谷
風
と
謂
う
。

陰
陽
和
し
て
谷
風
至
る
。
夫
婦
和
し
て
室
家
成
る
。
室
家
成
り
て
、
継
嗣
生
まな

る
。
」
と
あ
る
。
『
詩
集
侍
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
婦
人
、
夫
の
棄
つ
る
所
と
慮

る
。
故
に
此
の
詩
を
作
り
て
、
以
て
其
の
悲
怨
の
情
を
叙
ぶ
。
言
う
こ
こ
ろ
、

陰
陽
和
し
て
而
る
後
に
雨
澤
降
る
こ
と
、
夫
婦
和
し
て
而
る
後
に
家
道
成
る
が

た

如
し
。
故
に
夫
婦
慮
る
者
、
昔
に
覗
勉
し
て
以
て
心
を
同
じ
う
し
て
、
宜
し
く

怒
る
有
る
に
至
る
べ
か
ら
ざ
る
べ
し
。
又
た
、
蔚
罪
を
采
る
と
言
い
し
者
は
、

あ

其
の
根
の
悪
し
き
を
以
て
其
の
茎
の
美
を
棄
つ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
夫
婦
慮

る
者
、
其
の
顔
色
の
衰
う
る
を
以
て
其
の
徳
音
の
善
を
棄
つ
る
可
か
ら
ざ
る
が
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如
し
。
但
だ
、
徳
音
の
違
わ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
以
て
爾
と
輿
に
死
を
同
じ
う

せ
ん
と
な
り
。
」
　
と
あ
る
。

【
第
六
章
】

[
原
文
]
蛾
皇
女
英
舜
之
二
妃
、
帝
尭
二
女
也
、
舜
在
側
微
、
四
岳
薦
之
、
尭

乃
妻
以
二
女
、
以
観
蕨
内
、
二
女
事
舜
於
吠
畝
之
中
、
不
以
天
子
之
女
故
而
額

盈
、
猶
謙
謙
恭
俵
、
思
痙
婦
道
、
舜
既
嗣
位
鳥
天
子
、
天
下
稀
二
妃
聴
明
貞
仁

焉
、
後
陣
方
、
崩
干
蒼
梧
、
二
妃
芙
死
江
湘
之
間
、
俗
謂
之
湘
君
、
[
妻
去
啓
]

右
第
六
章
、

い
ヤ
し
い
み
ぷ
ん

蛾
皇
・
女
英
は
、
舜
の
二
妃
に
し
て
、
帝
亮
の
二
女
な
り
。
舜
、
側
　
微

め
あ

に
在
り
て
、
四
岳
、
之
れ
を
薦
む
。
東
、
乃
ち
妻
わ
す
に
二
女
を
以
て
す
。

以
て
厭
の
内
を
観
し
む
。
二
女
、
舜
に
事
う
る
に
吠
畝
の
中
　
(
1
)
　
に
於

い
て
す
る
な
り
。
天
子
の
女
の
故
を
以
て
し
て
囁
盈
な
ら
ず
、
。
猶
お
謙

謙
と
し
て
恭
俵
に
、
婦
道
を
轟
く
さ
ん
こ
と
を
思
う
。
舜
、
既
に
位
を
嗣

ぎ
て
天
子
と
慮
る
。
天
下
、
二
妃
の
聰
明
・
貞
仁
な
る
を
稀
す
。
後
に
捗

方
し
て
、
蒼
梧
に
崩
ず
。
二
妃
、
共
し
て
江
湘
の
間
に
死
す
。
俗
に
之
れ

を
湘
君
と
謂
う
　
(
2
)
。
[
妻
は
、
去
啓
。
]
　
右
、
第
六
章
。

J

-

○
資
料
研
究

(
1
)
　
原
文
「
事
舜
於
吠
畝
之
中
」
　
の
　
「
中
」
を
、
『
典
故
列
女
侍
』
で
は
異

字
に
作
る
。
先
ず
①
・
②
・
③
・
⑤
で
は
、
「
映
畝
之
也
」
に
作
り
、
④
・
⑥

は
、
「
映
畝
之
地
」
　
に
作
る
。
①
・
②
・
③
・
⑤
は
意
味
を
成
さ
な
い
が
、
④

・
⑥
で
は
1
　
こ
れ
に
気
付
い
た
か
、
「
也
」
　
を
　
「
地
」
　
に
変
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
原
文
が
基
づ
い
た
文
献
を
確
認
せ
ぬ
ま
ま
に
、
文
字
の
み
を
変
じ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

(
2
)
　
こ
の
部
分
は
、
基
本
的
に
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
母
儀
篇
の
　
「
有
虞
二

妃
」
　
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
省
略
が
有
り
、
ま
と
め
方
も
や
や
異
る
。
先

ず
、
全
体
的
に
は
、
「
有
虞
二
妃
」
　
よ
り
、
主
と
し
て
舜
と
二
妃
に
関
連
す
る

部
分
を
切
り
取
っ
て
ま
と
め
て
掲
げ
、
父
母
や
象
な
ど
と
関
連
す
る
部
分
は
省

略
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
比
較
し
て
み
る
に
、
ま
ず
　
「
蛾
皇
・
女
英
は
、
舜
の
二

妃
に
し
て
、
帝
亮
の
二
女
な
り
。
」
　
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
　
で
は
、
「
有
虞
の

二
妃
は
、
帝
轟
の
二
女
な
り
。
長
は
蛾
皇
、
次
は
女
英
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
こ

れ
を
、
『
女
學
』
で
は
表
現
を
少
し
変
じ
て
い
る
。

『
女
學
』
が
用
い
る
「
舜
、
側
微
に
在
り
て
、
」
の
部
分
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』

に
は
無
い
。
こ
れ
は
、
『
書
経
』
舜
典
の
序
に
、
「
虞
舜
、
側
微
な
り
。
亮
、

之
れ
が
聰
明
な
る
を
聞
き
云
々
」
　
と
あ
る
の
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
書
経
』
尭
典
に
、
「
(
帝
)
　
日
く
、
明
な
る
を
明
に
し
側
随
よ
り
揚
げ
よ
と
。

師
、
帝
に
錫
し
て
日
く
、
鋏
の
下
に
在
る
有
り
。
虞
舜
と
日
う
。
」
　
と
あ
る
。

「
四
岳
、
之
れ
を
薦
む
。
桑
、
乃
ち
妻
わ
す
に
二
女
を
以
て
す
。
以
て
鹿
の

内
を
観
し
む
。
二
女
、
舜
に
事
う
る
に
映
畝
の
中
に
於
い
て
す
る
な
り
。
天
子

の
女
の
故
を
以
て
し
て
窮
盈
な
ら
ず
、
側
微
に
在
り
て
、
猶
お
謙
謙
と
し
て
恭

俵
に
、
ぐ
婦
道
を
轟
く
さ
ん
こ
と
を
思
う
。
」
　
の
部
分
に
つ
い
て
、
劉
向
『
列
女

侍
』
で
は
、
「
四
岳
、
之
れ
を
刻
吋
薦
む
。
東
、
乃
ち
妻
わ
す
に
二
女
を
以
て

す
。
以
て
蕨
の
内
を
観
し
む
。
二
女
、
舜
に
事
う
る
に
吠
畝
の
中
に
於
い
て
す

る
な
り
。
天
子
の
女
の
故
を
以
て
し
て
窮
盈
・
創
楓
な
ら
ず
。
猶
お
謙
謙
と
し

て
恭
俊
に
、
婦
道
を
轟
く
さ
ん
こ
と
を
思
う
。
」
　
に
作
る
。
傍
線
部
分
を
、
『
女

學
』
で
は
省
略
し
て
い
る
。
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「
舜
、
既
に
位
を
嗣
ぎ
て
天
子
と
盛
る
。
天
下
、
二
妃
の
聰
明
・
貞
仁
な
る

を
構
す
。
後
に
捗
方
し
て
、
蒼
椿
に
崩
ず
。
二
妃
、
芙
し
て
江
湘
の
間
に
死
す
。

俗
に
之
れ
を
湘
君
と
謂
う
。
」
　
の
部
分
、
劉
向
『
列
女
侍
』
で
は
、
「
舜
、
既

に
位
を
嗣
ぎ
て
、
升
り
て
天
子
と
馬
る
。
娘
皇
を
后
と
馬
し
、
女
英
を
妃
と
馬

刊
1
割
到
有
l
劇
河
矧
d
、
国
判
‥
刻
剖
ゴ
ビ
、
.
痢
刻
初
め
叫
割
引
す
。
天
下
、

二
妃
の
聰
明
・
貞
仁
な
る
を
稀
す
。
舜
捗
方
し
て
、
蒼
梧
に
死
す
。
痢
u
可
剖

笥
珂
引
。
二
妃
、
江
湘
の
間
に
死
す
。
俗
に
之
れ
を
湘
君
と
謂
う
。
」
に
作

る
。
傍
線
部
分
を
、
『
女
學
』
で
は
省
略
し
て
い
る
。

な
お
、
『
女
學
』
で
は
、
「
舜
、
捗
方
し
て
、
蒼
梧
に
死
す
。
」
を
　
「
後
に
捗

方
し
て
、
蒼
梧
に
崩
ず
。
」
　
に
、
「
二
妃
、
江
湘
の
間
に
死
す
」
　
を
、
「
二
妃
、

果
し
て
江
湘
の
問
に
死
す
」
に
変
形
し
、
ま
た
、
原
文
「
聴
明
貞
仁
」
を
、
「
聴

明
貞
仁
焉
」
　
に
変
じ
て
い
る
。

「
夫
に
事
え
る
徳
」
　
に
つ
い
て
、
『
女
學
』
が
舜
と
二
妃
の
説
話
を
掲
げ
た
の

は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
が
　
「
有
虞
二
妃
」
　
に
始
ま
る
点
も
考
慮
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
司
馬
光
『
家
範
』
は
、
「
夫
」
・
「
妻
」
　
の
項
に
、
舜
と
二
妃
の
説
話
を

用
い
な
い
し
、
呂
坤
『
閏
範
』
で
も
、
「
夫
婦
之
道
」
・
「
婦
人
之
道
」
　
に
、
こ

の
説
話
を
用
い
る
こ
と
が
な
い
。
現
実
的
な
観
点
か
ら
、
夫
に
従
い
支
え
る
妻

の
美
徳
を
紹
介
す
る
に
は
、
こ
の
伝
記
は
、
む
し
ろ
伝
説
的
傾
向
が
強
く
、
必

ず
し
も
具
体
的
な
迫
力
に
富
ん
で
い
る
と
は
認
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
人
間
の
歴
史
を
意
識
し
っ
つ
男
女

・
夫
婦
の
問
題
の
根
を
把
握
し
て
論
じ
ま
と
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、
劉
向

『
列
女
侍
』
が
　
「
有
虞
二
妃
」
　
か
ら
始
め
た
認
識
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
か
た
ち
を
整
え
る
意
図
の
も
と
に
、
『
女
學
』

は
伝
記
紹
介
の
初
め
に
、
あ
え
て
舜
二
一
妃
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
舜
を
巡
る
説
話
や
先
行
文
献
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
劉
向
「
列
女
停
」

の
研
究
』
母
儀
篇
「
有
虞
二
妃
」
　
の
注
釈
・
解
説
、
ま
た
、
拙
稿
「
劉
向
『
列

女
侍
』
伝
記
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
　
-
　
原
本
推
定
を
巡
っ
て
」
　
(
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
五
五
号
、
一
九
九
五
)
　
を
参
照
。




